
台湾の李登輝前総統が来日 

 亡兄が祀られる靖国参拝を希望  

 台湾の李登輝前総統（８４）は３０日、学術・文化交流を目的とする私的旅行のため、

成田空港から東京入りした。これに先立ち李氏は機内で同行記者団と懇談、「歩きたい

と思っていた『奥の細道』を実際に探索し、（３回の）講演で日本の方々に直接お話がで

きることが楽しみです」と訪日への思いを語った。 

 一方、李氏は６月９日までの滞在中、亡兄、李登欽氏が「岩里武則」の日本名で祀ら

れる靖国神社を参拝したいとの意志を表明。「東京に来て、６０年以上も会っていない

兄に会いに行かないのは、人情としても、弟としても、忍びないことです」と涙ぐんだ。 

 具体的な日程については「心の中で考えている」と明言を避けたが、関係者によると、

「肉親が祀られる私人として実現したい」という。 

 李氏は６月２０日に予定される故椎名素夫氏（元参院議員）の追悼会に出席するため、

再訪日の計画があることも明かしたが、実現性に関しては「年も年だし、（訪日は今回

が）最後かもしれない」と述べた。 
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